
（別紙様式２）

金 曜日 ３ 時限（ 13 : 00 ～ 14 : 30 ）

４月１０日 ～ ７月１７日
学部名

開 講 時 間

開 講 期 間
人間文化共生学部

20分以上の遅刻、配布資料、ノートの不携帯などは欠席扱いとする。書類入れ（クリアファイル）を各自用意し、
期末レポートで活用できるように資料整理を心がけること。

世界が一つにつながるグローバル化時代においては、世界を知るだけでなく、自分が生活する地域社会につい
て知り、生活者として地域社会の再生に取り組むことが求められる。この授業では私たちが学びに集う場である
尼崎の成り立ちと現在の姿、これからの課題などを、ゲストを招きつつ多角的に学ぶ。とくに後半では、社会の現
場で地域再生と共生のまちづくりに取り組んでいる様々な活動を学び、受講生が町に出て調査・体験学習を行
い、調査・体験学習レポートをまとめる作業に取り組んでいく。

世界が一つにつながるグローバル化・ネットワーク化社会の到来により、私たちは世界中からより良い・安い商品
を選ぶことができるようになった。消費者としては快適便利な世の中になった。ところが働く人間としてこれを見れ
ば、自分の労働や商品が国際競争にさらされ安く買い叩かれる、厳しい世の中である。さらに消費者として世界的
であっても生活する場所は１ヵ所に定めて、安心・安全な暮らしを自分で作っていかなければならないのだが、地
域社会はいまグローバル化の中で崩壊の危機にさらされている。グローバル化時代においては世界を知るだけ
で
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比較文化概論（a）

聖トマス大学
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代表 芥川 眸
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